たしかめシート　三・四年（故事成語・慣用句 (かんようく)）　
名前（　　　　　　　　　　　）

一　次の①～③の文の内容を表すのにふさわしい故事成語を後の　　　から選び、ア～エの記号で答えましょう。

①　詩や文章などの言葉を練り直すこと。

②　多少のちがいはあるものの、たいしたちがいではないこと。

③　心配する必要のないことについてあれこれ心配すること。

ア　杞 (き)憂 (ゆう)　　　イ　推 (すい)敲 (こう)　　　ウ　五十歩百歩　　エ　蛇 (だ)足 (そく)


二　次の①～④の慣用句 (かんようく)の　　　にあてはまる言葉を後の　　　から選んで書きましょう。

1 　角から自転車が飛び出してきてわたしは　　　　　　を冷やした。

②　祭りのじゅんびがいそがしくて、　　　　　の手も借 (か)りたい。

③　六キロも歩いたので、　　　　　がぼうになった。

④　庭の草ぬきをするのは　　　　　　が折 (お)れる。


　　　馬　　　ねこ　　　犬　　　ほね　　　足　　　頭　　　きも


たしかめシート　三―①　名前（　　　　　　　　　　　　）
一　次の言葉は、国語辞 (じ)典 (てん)の中でどのような順番でならんでいますか。（　　）に数字を書きましょう。



①　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　③　（　　）じゅう
（　　）じゆう
（　　）きもの
（　　）きかい
（　　）きもだめし



（　　）やさしい
（　　）あかるい
（　　）おくびょう

二　　　　の漢字の読み方を書きましょう。また、　　　の漢字は音と訓 (くん)のどちらが使われているか｛　　　｝の中の当てはまる方を○でかこみましょう。

　　 （　　　）      　         　 （　　　）
　①　新緑｛ 音・訓 (くん) ｝　　　　　　　　①　頭を守る。｛ 音・訓 (くん) ｝

　 （　　　）　　　　　　　　　  （　　　）
　②　黄緑｛ 音・訓 (くん) ｝　　　　　　　　②　先頭　　     ｛ 音・訓 (くん) ｝

三　次の文を読んで、　　　の言葉が何を指しているかを　　　　　に書きましょう。

（れい）パンを食べました。それは、とてもおいしかったです。　　パン　　

①　公園に行きました。そこで、おにごっこをしました。


②　向こうに赤い箱があります。あの中に色紙が入っています。


③　人に親切にする。これがわたしの今年の目ひょうです。




たしかめシート　三―③　名前（　　　　　　　　　　　　）
六　次の問題に答えましょう。
　（１）　次の文章の　に合うふ号を下の　　　　から選んで書きましょう。同じふ号を何
度使ってもかまいません。














　ぼくは　地いきのごみ拾いにさんかした　かん　びん　おかしのふくろをたくさん拾った　ぼくは　 ごみが多いなあと思った。いっしょにごみ拾いをしていたおじさんが　
　みんなが気をつければいいのに　　。
と言った　



（２）　次の文章を読んで、文の終わりを「～です。」「～ます。」など、ていねいな書き方＊ダッシュとはぶきの点々は、
どちらかを使いましょう。
　　。（句 (く)点）
　、（読 (とう)点）
　・（中 (なか)点）
 「　」（かぎ）
――（ダッシュ）
　……（はぶきの点 (てん)々 (てん)）

にそろえて書き直しましょう。
れいのように、直すところを線で消して、その右横に書きましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しました
（れい）わたしは、計算をした。














きのう、妹となわとびをしました。妹は、前とび、わたしは、あやとびの練習をした。わたしは、さいしょはうまくできませんでした。でも、だんだんできるようになった。もっと練習したいと思う。妹も、上 (じょう)手 (ず)にとべるようになって、うれしそうだった。わたしもうれしいです。

　　　　　　　　五―①―一　　名前
トライ
　　シート

【復習】　

　敬 (けい)語 (ご)には、ていねい語、尊 (そん)敬 (けい)語、けんじょう語があります。

ていねい語　……相手（聞き手や読み手）を敬 (うやま)う気持ちを表す言葉。
●「です」、「ます」、「ございます」など
尊 (そん)敬 (けい)語　　　……相手や話題になっている人を敬 (うやま)う気持ちを表す言葉。
　　　　　　　　　●「いらっしゃる」（いる・来る・行く）、「おっしゃる」（言う）
「くださる」（くれる）、「お（ご）―になる」、「―れる（される）」、「お」や「ご」をつけた言い方など
けんじょう語……自分や身内の者の動作をけんそんして言うことで、その動作を受ける人を敬 (うやま)う気持ちを表す言葉。
●「うかがう」（行く・たずねる・聞く）、「いただく」（食べる・もらう）、
「お（ご）―する」など
【練習】　次の　　　の言葉を（　　）の敬 (けい)語 (ご)を使った言い方に改め、　　　に書きましょう。
①　夏休みに山へ行った。（ていねい語）



②　教頭先生が言った。（尊 (そん)敬 (けい)語 (ご)）



③　先生は、今、職員室にいる。（尊 (そん)敬 (けい)語 (ご)）



④　図工の作品で賞をもらった。（けんじょう語）



⑤　校長先生に聞きたいことがあります。（けんじょう語）


答え

①　行きました　　　②　おっしゃった・言われた　　　③　いらっしゃる（おられる）　　　④　いただいた・ちょうだいした　　　⑤　うかがいたい・お聞きしたい


三・四年①名前

トライ
　　シート


【ふく習】
中国につたわる古い出来事や物語が元になってできた言葉で、ことわざににた短い言葉を、故 (こ)事 (じ)成 (せい)語 (ご)といいます。
（例）　五 (ご)十 (じっ)歩 (ぽ)百 (ひゃっ)歩 (ぽ)
意味　多少のちがいはあるものの、たいしたちがいではないこと。

【練習】
①～⑤の故事成語の意味を下のア～オからそれぞれ選び、線でつなぎましょう。


①　矛 (む)盾 (じゅん)　　・　　　　　　 ・ア二人が争 (あらそ)っているうちに、ほかの人が利 (り)益 (えき)を横取りしていくこと。



②　蛇 (だ)足 (そく)　　 ・ 　　　　　  ・イ


③　漁 (ぎょ)夫 (ふ)の利 (り) ・            ・ウつじつまが合わないこと。
心配する必要のないことについてあれこれ心配すること。とりこし苦労。



④　推 (すい)敲 (こう)　　  ・　　　　　　・エ


[image: ]⑤　杞 (き)憂 (ゆう)　　  ・ 　　　　　 ・オ©岡山県「ももっち」
詩や文章などの言葉を練り直すこと。
よけいなものをつけ加 (くわ)えて全体をだいなしにしてしまうこと。





【答え】　①ウ　②エ　③ア　④オ　⑤イ
どんな出来事や物語が元になっているか、調べてみるのもおもしろいね。


　　　　　　　　三・四年②　トライ
　　シート


【ふく習】
「羽をのばす」のように、いくつかの言葉が組み合わさって、元の言葉の意味とはちがう新しい意味を表す言い方を、慣 (かん)用 (よう)句 (く)といいます。名前

慣用句 (かんようく)には、体や心に関 (かん)する言葉、動物や植物に関 (かん)する言葉をふくむものがたくさんあります。また、かたかなで書く言葉が入ったものもあります。

【練習】①～⑧の慣用句 (かんようく)の意味を下のア～クからそれぞれ選び、線でつなぎましょう。

①　心がおどる　　　　・　　　　・ア　とてもおとなしい

②　うり二つ　　　　　・　　　　・イ　調子が出る

③　借 (か)りてきたねこ　　・　　　　・ウ　苦労 (ろう)する

④　エンジンがかかる　・　    　・エ　高ぶった気持ちを落ち着かせる

⑤　馬が合う　　　　　・　　　　・オ　とてもそっくりである

⑥　ほねが折 (お)れる　　　・　　　　・カ　うれしくてわくわくする

⑦　頭を冷やす　　　　・　　　　・キ　気が合う

⑧　鼻にかける　　　　・　　　　・ク　自まんする

【答え】　①カ　②オ　③ア　④イ　⑤キ　⑥ウ　⑦エ　⑧ク
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